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萩図書館の図書購入にも使われます

　

平
成
20
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
は
、
地
方
自
治
体
に
寄

付
さ
れ
た
場
合
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て

い
る
自
治
体
の
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る

も
の
で
、
都
市
と
地
方
の
税
収
格
差
を

是
正
す
る
た
め
始
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

萩
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
と

共
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め「
ふ
る
さ
と
寄
付
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
も
、
ふ
る
さ
と
萩

を
愛
す
る
方
々
か
ら
多
く
の
篤と
く
し志
を

い
た
だ
き
、
寄
付
件
数
４
６
７
件
、

３
０
４
４
万
１
０
０
０
円
で
、
件
数
・

金
額
と
も
県
内
13
市
に
お
い
て
ト
ッ
プ

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
21
年
度
は
大

口
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
大
学
進
学
奨

学
基
金
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

　

寄
付
の
使
途
の
指
定
に
つ
い
て
、
件

数
の
多
い
も
の
は
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
推
進
事
業
（
36
％
）、
図
書
館
の
図

書
整
備
（
17
％
）
で
し
た
。
市
で
は
、

寄
付
金
を
大
切
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
萩
の
発
展
の
た
め
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い

の
方
へ
「
ふ
る
さ
と
寄
付
」
を
呼
び
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
在
住
の
方
で
１
万
円
以

上
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、
感
謝
の
気
持

ち
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。
人
気
の
高
い
も
の

は
、
海
産
物
の
干
物
セ
ッ
ト
（
30
％
）、

小
川
の
桃
（
26
％
）、
維
新
伝
心
米

（
14
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
万
円
以
上
寄
付
さ
れ
た
方

は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
ご
芳
名
等
を
プ

レ
ー
ト
表
示
し
、
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

金額 件数

平成20年度 1350万2500円 490件

平成21年度 3044万1000円 467件

ふるさと寄付実績

見
島
八
里
ヶ
瀬
漁
場
の
危
機
！

　

日
本
海
有
数
の
重
要
な
漁
場
で
あ
る
見

島
八
里
ヶ
瀬
漁
場
等
で
は
、
鳥
取
県
な
ど

他
県
の
大
中
型
ま
き
網
漁
船
に
よ
る
無
秩

序
な
操
業
に
よ
り
、
漁
場
の
荒
廃
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
な
ど
漁
業
資
源
の
枯
渇
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、萩
市
内
の
漁
協
や
萩
市
は
、

平
成
８
年
か
ら
継
続
的
に
八
里
ヶ
瀬
漁
場

等
に
お
け
る
大
中
型
ま
き
網
漁
業
の
操
業

禁
止
区
域
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、
要
望
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
萩
市
は
独
自
に
水

産
大
学
校
の
協
力
を
得
て
、
八
里
ヶ
瀬
の

漁
場
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
た
び
国
で
は
、
八
里
ヶ

瀬
漁
場
等
を
操
業
海
域
と
す
る
鳥
取
県
の

大
中
型
ま
き
網
漁
船
の
大
型
化
を
認
め
よ

う
と
し
た
動
き
が
あ
り
、
萩
市
な
ど
の
沿

岸
漁
業
者
に
不
安
と
動
揺
が
広
が
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
き
網
漁
業 

規
制
強
化
の
要
望

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
山
口
県
漁
協
、
山

口
県
お
よ
び
関
係
自
治
体
と
連
携
し
て
、

８
月
19
日
、
野
村
市
長
、
青
木
市
議
会

議
長
、
田
中
傳
つ
た
え

山
口
県
漁
協
代
表
理
事

組
合
長
な
ど
関
係
者
が
農
林
水
産
省
を
訪

れ
、
篠
原
孝
農
林
水
産
副
大
臣
に
対
し
、

大
中
型
ま
き
網
漁
業
の
規
制
強
化
に
関
す

る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
漁
業
者
と
の
調
整
の
必
要
性
、
大

中
型
ま
き
網
漁
船
の
大
型
化
に
よ
る
更
な

る
資
源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、８
月
26
日
の
中
央
協
議
会
に
お
い
て
、

当
該
計
画
を
容
認
し
な
い
よ
う
に
と
の
意

見
を
山
口
県
漁
協
の
田
中
組
合
長
や
萩
市

か
ら
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、
鳥
取
県
の

大
中
型
ま
き
網
漁
船
大
型
化
計
画
の
認
定

は
保
留
さ
れ
、
異
例
の
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。

まき網船による水揚げ、NHKでも報道されました

篠原孝農林水産副大臣へ規制強化の要望

ふるさと寄付

日本海海域で操業する
大中型まき網漁船の
大型化反対 !!

漁
場
を
守
る
！

　

今
後
、
萩
市
と
し
て
は
、

貴
重
な
地
元
の
財
産
で
あ
る

八
里
ヶ
瀬
な
ど
の
漁
場
を
守

り
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

漁
業
者
と
共
に
萩
市
の
海
を

守
る
運
動
を
引
き
続
き
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）
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■問い合わせ
企画課（２５・３１０２）

■
市
長
コ
ラ
ム
No.65

勇壮な輪島大祭を楽しみました1321年創建。威厳と風格を伝える總
そ う じ じ そ い ん

持寺祖院にて
　

最
初
に
、
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

の
白し
ろ
よ
ね米

の
千
枚
田
を
訪
問
。交
流
会
で
は
、

能
登
麦む
ぎ
や
ぶ
し

屋
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
唄

と
踊
り
や
、
御
ご
じ
ん
じ
ょ
う

陣
乗
太
鼓
の
実
演
な
ど
が

行
わ
れ
、両
市
民
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
後
、
輪
島
大
祭
で
は
キ
リ

コ
（
切
子
灯と
う
ろ
う
籠
）
が
激
し
く
移
動
す
る
様

子
や
巨
大
松た
い
ま
つ
明
に
点
火
す
る
瞬
間
を
見
学

し
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
勇
壮
な
祭
り
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

日
本
三
大
朝
市
と
し
て
有
名
な
輪
島
朝

市
を
自
由
散
策
の
後
、
石
川
県
輪
島
漆
芸

美
術
館
と
キ
リ
コ
会
館
を
見
学
。
午
後
か

ら
、
禅
の
里
交
流
館
と
總そ
う
じ
じ
そ
い
ん

持
寺
祖
院
を
訪

れ
、
能
登
半
島
地
震
の
つ
め
跡
が
残
る
寺

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
能
登
半

島
国
定
公
園
を
代
表
す
る
景
勝
地
ヤ
セ
の

断だ
ん
が
い崖
と
巌が
ん
も
ん門
に
立
ち
寄
り
、
日
本
海
の
絶

景
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

輪
島
市
訪
問 

萩
市
民
号
報
告

　
萩
市
は
、平
成
２
年
に
輪
島
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、

今
年
で
20
年
を
迎
え
ま
す
。
８
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
野
村

市
長
を
団
長
と
す
る
市
民
号（
37
人
）が
、
輪
島
市
を
訪
問
し

両
市
民
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

金
沢
市
に
あ
る
国
の
特
別
名
勝
、
兼
六

園
を
訪
問
後
、
萩
市
浜
崎
と
同
時
期
に
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
を
受
け
た
「
東
山
ひ
が
し（
茶
屋
町
）」

を
散
策
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
号
は
、
姉
妹
都
市
の
輪
島

市
と
の
交
流
と
、
萩
市
と
は
一
味
違
っ
た

自
然
や
文
化
な
ど
日
本
海
の
魅
力
を
体
験

し
た
ほ
か
、
金
沢
市
を
訪
問
し
、
行
政
と

市
民
が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
都
市
と
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

11
月
の
萩
時
代
ま
つ
り
に
は
、
輪
島
市

か
ら
能
登
麦む
ぎ
や
ぶ
し

屋
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
来

萩
さ
れ
る
予
定
で
す
。

８
月
23
日
１
日
目

８
月
24
日

２
日
目

８
月
25
日
３
日
目

　
夜
空
に
鳴
り
響
く
御
陣

乗
太
鼓
!!
鬼
た
ち
が

荒
々
し
い
リ
ズ
ム
で
打

ち
鳴
ら
す
音
は
今
で
も

心
の
中
で
鳴
り
響
き
、
素
朴
な
唄
と
踊

り
で
当
時
の
生
活
が
う
か
が
え
る
能
登

麦
屋
節
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　
交
流
会
で
は
萩
市
民
の
歌
『
萩
の
よ

ろ
こ
び
』
を
披
露
し
、
会
場
の
大
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。

参加者
の声

　

各
地
で
敬
老
会
が
盛
会
で
あ
る
。

高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
参
加
資
格

者
が
増
加
し
て
い
る
。
萩
市
で
百
歳

以
上
（
本
年
度
末
時
点
）
の
長
寿
の

方
々
は
51
名
、８
割
以
上
は
御
婦
人
。

こ
れ
ら
の
方
々
は
、
我
が
国
の
歴
史

上
最
も
激
動
の
戦
中
・
戦
後
を
戦
地

に
あ
り
、
あ
る
い
は
家
庭
を
守
り
、

子
供
を
育
て
地
域
を
支
え
な
が
ら
生

き
抜
い
て
来
ら
れ
た
世
代
。
永
年
の

御
苦
労
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

　

さ
て
先
日
、
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
と

な
っ
た
百
歳
以
上
の
行
方
不
明
者
の

件
、
奇
々
怪
々
な
事
で
は
あ
る
。
二

つ
の
類
型
が
あ
り
、
一
つ
は
、
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
存
否
の
確
認

が
で
き
な
い
事
例
。
年
金
問
題
等
が

絡
み
、自
治
体
の
対
応
責
任
が
伴
う
。

萩
市
の
先
述
の
51
名
の
方
々
は
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
戸
籍
上
に
百
歳
以
上
で
生

存
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
萩
市
で
も

５
０
０
人
を
越
え
る
。
戸
籍
の
取
扱

い
は
国
の
指
導
に
基
づ
く
事
務
。
今

後
は
、
法
務
局
の
許
可
を
得
て
早
急

に
是
正
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
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◎
阿
武
川　

５
地
点
【
図
１
】

　
　

水
質
調
査　

年
２
回（
５
月
・
10
月
）

　
　

底
質
調
査　

年
１
回（
10
月
）

◎
佐
々
連
川　

蕪か
ぶ
ね
が
わ

根
川
合
流
点

　
　

水
質
調
査　

年
１
回
（
10
月
）

玉江橋

萩橋

目代水源地上流

立野川合流点下流

明木川合流点下流

東萩駅

目代水源地
萩ウェルネスパーク

国道262

国道191

萩市役所

萩駅

玉江駅 5

4

3

2

1

市
で
は
、
公
害
防
止
と
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
阿
武
川
・

佐さ
ざ
れ
が
わ

々
連
川
・
田
万
川
の
水
質
汚
濁
の
調
査
を
行
い
、
結
果
は
い
ず

れ
も
良
好
な
水
質
環
境
で
し
た
。

こ
れ
は
、「
水
質
汚
濁
防
止
法
」、「
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準

に
つ
い
て
」
等
に
定
め
る
各
項
目
の
定
期
的
な
調
査
で
す
。

◎
田
万
川　

11
地
点

　
　

水
質
調
査　

年
１
回
（
８
月
）

水
質
調
査
【
表
１
】

□
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目

　

い
ず
れ
の
河
川
も
、
ほ
ぼ
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
腸
菌
群
数
は

基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
大
腸
菌
群

数
に
は
、
動
物
に
よ
る
も
の
以
外
に
自
然

界
に
お
け
る
細
菌
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
水
質
の
代
表
的
な
汚
濁
指

標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
も
、
過
去
５

年
間
と
も
基
準
値
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）・・・

水
中
の
有
機
物
質
が
好
気
性
微
生
物
に
よ

り
分
解
さ
れ
る
と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
の
こ
と
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁

が
進
ん
で
い
ま
す
。

□
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目

【
カ
ド
ミ
ウ
ム
、砒ひ

そ素
、ふ
っ
素
他
23
項
目
】

平成21年度

（
阿
武
川
・
佐
々
連
川
に
て
実
施
）

　

全
調
査
地
点
で
環
境
基
準
に
適
合
。

□
そ
の
他
の
項
目

【
銅
、全
亜
鉛
、溶
解
性
‐
鉄
他
４
項
目
】

（
阿
武
川
・
佐
々
連
川
に
て
実
施
）

　

全
調
査
地
点
で
定
量
下
限
値
未
満
。

阿
武
川
底
質
調
査
【
表
２
】

□
土
壌
汚
染
の
保
全
項
目

　

銅
・
全
亜
鉛
は
微
量
が
検
出
さ
れ
、

砒ひ

そ素
は
環
境
基
準
値
以
下
で
し
た
。
そ
れ

以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

計量の対象 土壌の
環境基準

立野川
合流点下流

10 月
曇

土
壌
汚
染
の
保
全
項
目

1 カドミウム 0.01㎎/ℓ以下 未検出

2 全シアン 定量限界値以下 未検出

3 有機燐 定量限界値以下 未検出

4 鉛 0.01㎎/ℓ以下 未検出

5 六価クロム 0.05㎎/ℓ以下 未検出

（生活環境の保全に関する項目）

阿武川底質調査結果

生活環境の保全
に関する項目 単位

河川環境
基準値 阿 武 川（年平均） 田 万 川（８月26日実施） 佐々連川

（10月14日実施）

（Ａ類型） ① ② ③ ④ ⑤ 田添 横畠 岡平橋 井手口 松崎川 蕪根川
合流点

水素イオン濃度
（ＰＨ)

6.5以上
～8.5以下 7.7 7.7 7.7 7.7 7.8 7.9 7.9 7.5 7.2 7.4 7.9

生物化学的酸素
要求量（ＢＯＤ） ㎎/ℓ 2㎎/ℓ

以下 0.7 0.8 0.7 0.6 0.6 1.7 2.0 1.7 1.8 1.8 0.5未満

浮遊物質量（ＳＳ）㎎/ℓ 25㎎/ℓ
以下 1.7 1.9 2.0 1.5 2.3 1.4 0.7 1.0 0.9 1.3 1.6

溶存酸素量（ＤＯ) ㎎/ℓ 7.5㎎/ℓ
以上 9.5 9.5 9.5 9.6 8.7 9.4 9.8 9.7 8.1 8.9 10.0

大腸菌群数 MPN/
100ml 1,000以下 3,000 1,015 5,665 4,195 3,665 140 170 1,100 27 3,100 1,700

水質調査結果

土
壌
汚
染
の
保
全
項
目

6 砒素 0.01㎎/ℓ以下 0.003㎎/ℓ

7 総水銀 0.0005㎎/ℓ以下 未検出

8 アルキル水銀 定量限界値以下 未検出

9 PCB 定量限界値以下 未検出

10 トリクロロエチレン 0.03㎎/ℓ以下 未検出

11 テトラクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 未検出

12 銅 環境基準値なし 0.004㎎/ℓ

13 全亜鉛 環境基準値なし 0.009㎎/ℓ

14 ふっ素 0.8㎎/ℓ以下 未検出

表 ２

表 １

阿武川の調査地点図 １

調

査

結

果

期

時

点

地

査

調

■問い合わせ　環境衛生課（２５・３３４１）
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最
近
５
年
間
の
資
源
ご
み
の
種
類
ご
と

の
推
移
【
表
２
】
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

【
表
３
】
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
は
、
合
併
時
の
平
成
17
年
よ

り
、
ど
の
種
類
も
排
出
量
が
減
っ
て
い
ま

す
。

　

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
ご
み
処
理

量
の
推
移
を
【
表
１
】
に
表
し
て
い
ま
す
。0

2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
18,000
20,000

H21H17 H18 H19 H20

燃やせるごみ

燃やせないごみ
資源ごみ

（単位：t）

22,000
24,000

ごみ全体

22,531 22,083
20,747 19,868 19,657

16,906 16,690
15,773 15,266 15,011

3,065 2,924 2,643 2,352 2,296

2,262 2,186 1,982 1,737 1,936

■
■

■
■

■

■ ■
■

■ ■

■ ■ ■ ■ ■
■ ■ ■ ■ ■

　

ま
た
平
成
21
年
度
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が

22
・
５
％
と
20
年
度
（
23
・
５
％
）
に
比

べ
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

■
古
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　

進
め
よ
う
！

　

市
で
は
、
古
紙
・
古
布
・
紙
製
容
器
包

装
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
萩

第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
田
万
川
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
事
務
所
、

支
所
・
出
張
所
に
専
用
の
拠
点
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

資
源
と
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
な

ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一
人
ひ
と
り
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
「
日
本
一
ご
み
の
な
い
ま
ち
」
を
目
標
に
掲
げ
、
ご
み
の

減
量
と
地
域
美
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
ご
み
排
出
量
１
万
９
６
５
７
ｔ
は
、
20
年
度
に
比

べ
２
１
１
ｔ
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
口
減
に
よ
る
ご
み
の
減

少
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
化
努
力
が
現
れ
て
い
ま
す
。

萩市環境報告　平成21年度

（単位：ｔ）

10%

15%

20%

25%

30%

Ｈ21Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

萩市
全国

山口県

22.5％
■

■
■

20.3％

28.3％
■ ■

【表３】リサイクル率の推移

ごみの種類 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H17と
H21比較

缶 247 210 212 177 192 △55
ビン 680 599 593 553 523 △157

白色トレイ 10 9 9 10 9 △1
ペットボトル 144 120 96 113 102 △ 42
古紙･古布 1,328 1,338 1,136 949 928 △400

ﾌ ﾗ゚ｽﾁｯｸ製容器包装 623 614 575 539 518 △105
乾電池・蛍光灯等 33 35 21 9 22 △11

計 3,065 2,925 2,642 2,350 2,294 △771

【表２】資源ごみの種類ごとの推移

【表１】ごみ処理量の推移

ご

み

全

体

資

源

ご

み

※その他大型ごみがあるため、各ご
みの合計と全体量は一致しません。

■問い合わせ　環境衛生課（２５・３３４１）

○
燃
や
せ
る
ご
み

　

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
21
年
度
は
20

年
度
に
比
べ
２
５
５
ｔ
減
少
し
ま
し
た
。

○
燃
や
せ
な
い
ご
み

　

市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高
ま
り

で
、
家
庭
か
ら
の
収
集
ご
み
は
20
年
度
に

比
べ
82
ｔ
減
少
し
ま
し
た
が
、
大
井
不
燃

物
埋
立
処
分
場
へ
事
業
者
が
直
接
搬
入
す

る
ご
み
は
２
８
１
ｔ
増
加
し
ま
し
た
。

○
資
源
ご
み

　

年
々
減
少
し
、
21
年
度
は
20
年
度
に
比

べ
56
ｔ
減
少
し
ま
し
た
。
古
紙
類
の
減
少

が
主
な
要
因
で
す
。

牛乳パックで紙すきリサイクル体験



基幹都市軸
主要都市軸

歴史の拠点…Ａ

海の拠点…Ｂ

みどりの拠点…C

地域拠点

水と緑のネットワーク

行政区域界
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■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

旧
萩
市
で
は
、
平
成
16
年
３
月
に
「
萩

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」「
萩
市

緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
都
市
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

策
定
後
、
平
成
17
年
３
月
に
は
７
市
町

村
が
合
併
し
、
新
「
萩
市
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
や

「
萩
市
景
観
計
画
」
の
策
定
、「
萩
市
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
認
定
な
ど
、

都
市
づ
く
り
に
影
響
を
及
ぼ
す
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

ま
ち
の
将
来
都
市
像
と
都
市
計
画
の
方

針
を
描
く
こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
市
域
全
体
の
広
い
視
点
か
ら
見
た

全
体
構
想
と
、
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
地
区
別
構
想
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
萩
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
】

　

こ
れ
か
ら
20
年
間
、
萩
市
が
ど
の
よ
う

な
都
市
計
画
を
進
め
て
い
く
の
か
、
そ

の
基
本
方
針
を
市
民
が
共
有
で
き
る
よ
う

に
、
将
来
め
ざ
す
べ
き
都
市
の
姿
を
次
の

よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

め
ざ
す
べ
き
都
市
の
将
来
像

『
海
・
川
・
山
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
歴
史
文
化
都
市
・
萩
』

【
将
来
都
市
構
造
】

　
（
図
１
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

■
緑
の
基
本
計
画

　

緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
総
合
的
な

計
画
で
、
緑
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

【
計
画
の
基
本
理
念
】

　

緑
を
守
り
、
活
か
し
（
つ
な
ぎ
）、
学

び
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か
な
緑
を
感
じ
る

都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
基
本

理
念
を
設
定
し
ま
し
た
。

▽
誇
る
べ
き
歴
史
と
美
し
い
自
然
を
感

じ
、
心
が
ふ
れ
あ
う
緑
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　
（
２
５
・
３
１
０
４
）

とき 対象地区 ところ
9/27㈪ 川内 総合福祉センター
9/28㈫ 椿東 松陰記念館
9/29㈬ 椿 市民体育館
9/30㈭ 山田 山田保育園
10/1㈮ 全域 総合福祉センター

■見直し素案  地区説明会（都市計画区域）
午後 7 時～ 8 時

■都市計画マスタープラン【将来都市構造】（図１）

■閲覧場所　都市計画課、各総合事務所地域
振興部門
※ご意見に対して個別の回答はしません。

　市では、平成 21・22 年度にかけて、「萩
市都市計画マスタープラン」「萩市緑の基本
計画」の見直しを行っています。
　このたび、昨年 10 月に実施したアンケー
ト結果や「萩市将来展望」における本市の将
来像等を踏まえた見直し素案をまとめました
ので、お気軽にご意見をお寄せください。
　なお、10 月中旬から見直し案のパブリッ
クコメントを実施し、来年３月に計画策定の
予定です。

都市計画マスタープラン
緑の基本計画

　皆さんの意見をいただき、市民参加による
よりよいまちづくりを実現するため、都市計
画区域内の見直し素案（地区別構想等）につ
いての説明会を地区ごとに開催します。都合
のつかない方は最終日にお越しください。

Ａ

C

Ａ

Ｂ

Ａ

C

C
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も
の
を
調
べ
れ
ば
診
断
可
能
で
す
が
、
検

査
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
結
果
が
分
か

る
頃
に
は
治
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
必

ず
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
検
査
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
腫
れ
は
１
週
間
く
ら
い
で
引
き

ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
は
こ
の
よ
う
な
経
過
で

治
り
ま
す
が
、
髄ず
い
ま
く
え
ん

膜
炎
、
膵す
い
え
ん炎

、
難
聴
と

い
っ
た
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
原
因

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、「
ム
ン
プ
ス
ウ
イ

ル
ス
」
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
ム
ン

プ
ス
ウ
イ
ル
ス
は
、
耳
の
前
下
に
あ
る

耳じ
か
せ
ん

下
腺
、
下
あ
ご
の
下
に
あ
る
顎が
っ
か
せ
ん

下
腺
に

感
染
し
ま
す
。
ツ
バ
な
ど
を
介
し
て
う
つ

る
飛
沫
感
染
で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
う
つ

り
ま
す
。
た
だ
し
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

も
症
状
の
出
る
人
は
７
割
程
で
、
症
状
が

出
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
長
め
で
、
う
つ
さ
れ
て
か

ら
２
～
３
週
間
後
に
唾
液
腺
の
腫
れ
が
現

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

62

れ
ま
す
。
ま
た
、
腫
れ
始
め
る
前
の
日
く

ら
い
か
ら
人
に
う
つ
る
の
で
、
流
行
を
防

ぐ
の
は
困
難
で
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
治
療

　

ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
自
体
を
や
っ
つ
け

た
り
、
抑
え
た
り
す
る
薬
が
な
い
た
め
、

根
本
的
な
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。
耳
下
腺

が
腫
れ
て
痛
む
場
合
は
冷
や
し
た
り
、
痛

み
止
め
を
服
用
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
発

熱
し
た
場
合
、
咳
や
鼻
水
が
出
る
場
合
も

症
状
を
和
ら
げ
る
薬
を
使
っ
て
も
ら
い
、

症
状
が
落
ち
着
く
時
期
が
く
る
の
を
待
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ツ
バ
を
作
る
場
所
の

病
気
な
の
で
、
ツ
バ
が
た
く
さ
ん
出
る
よ

う
な
酸
っ
ぱ
い
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
と

痛
み
が
増
す
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意
で

す
。

　

感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
自
宅
療
養
す
る

の
が
基
本
で
す
が
、
腫
れ
が
引
け
ば
う
つ

す
心
配
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
す
。
学
校
等

に
行
っ
て
も
問
題
な
い
の
は
腫
れ
が
引
い

て
か
ら
で
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種

　

個
人
的
に
は
、
小
学
校
入
学
ま
で
に

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
の
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
小
学
生

以
上
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
腫
れ
が
引
く
ま
で
登
校
禁
止
と
法
律

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
も
し
、
受
験
等
大

事
な
時
期
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
大
変
だ

か
ら
で
す
。

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
、
毒
性
を

弱
め
た
生
き
た
病
原
体
を
注
射
す
る
「
弱

毒
生
ワ
ク
チ
ン
」
で
、
１
回
の
接
種
で

９
割
の
人
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
施
設
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、

医師：遠
えんどう

藤 久
ひさし

専門：小児科

萩市民病院

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
名
前
の
由
来

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
正
式
名
称
は
「
流
り
ゅ
う
こ
う行

性せ
い
じ
か
せ
ん
え
ん

耳
下
腺
炎
」
と
い
い
、
耳
の
下
や
あ
ご

の
下
に
あ
る
唾だ
え
き
せ
ん

液
腺
（
ツ
バ
が
つ
く
ら
れ

る
所
）
が
腫
れ
て
、
典
型
的
な
場
合
に
は

下
ぶ
く
れ
の
、
お
た
ふ
く
の
お
面
の
よ
う

な
顔
に
な
る
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
症
状

　

耳
の
下
や
あ
ご
の
下
が
腫
れ
、
触
る
と

痛
く
て
口
が
開
け
づ
ら
く
な
っ
た
り
す
る

の
が
典
型
的
な
症
状
で
す
。
加
え
て
発
熱

や
風
邪
の
よ
う
な
咳
、
鼻
水
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

唾
液
腺
は
７
割
く
ら
い
が
左
右
と
も
に

腫
れ
、
診
断
の
大
き
な
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
腫
れ
る
の
は
両
方
同
時
で
な
い
こ
と

が
あ
り
、
最
初
は
一
方
の
腫
れ
で
、
何
日

か
し
て
反
対
側
が
腫
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
時
に
一
方
だ
け
し
か
腫
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
、
診
断
に
苦
労
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
血
液
の
中
に
あ
る
「
抗
体
」
と
い
う

昨
年
秋
頃
か
ら
萩
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
お
た
ふ
く
か
ぜ
が
流
行
中
で
、現
在
で
も
な
お
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
る
子
が
い
ま
す
。
流
行
が
完
全
に
収
束
す
る
に
は
も
う
し
ば
ら
く

か
か
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
お
話
で
す
。

５
０
０
０
円
か
ら

７
０
０
０
円
程
度

の
自
己
負
担
で

受
け
ら
れ

ま
す
。
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一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
344,000 円 44 歳 5 月 322,200 円 48 歳 8 月

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。
ただし、採用前に民間企業等での経験があ
る場合は、市の基準に基づき換算された年
数を加算しています。

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 256,538円 307,071円 354,140円
高校卒 ― 256,640円 314,367円

市の人事行政の運営等における公正性、透明性を高めるために「地方公務員法」および「萩市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、
その他の勤務条件などの状況について、平成 21 年度および平成 22 年度の概要を公表します。
■問い合わせ　総務課人事係　（２５・１２３９）

職員の給与の状況（つづき）３

□職員の平均給料月額および平均年齢の状況（H22.4.1現在）

□職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（H22.4.1現在）

区　　分 決定初任給

一般行政職 大学卒 172,200 円
高校卒 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円

□職員の初任給の状況（H22.4.1 現在）

特殊勤務手当
（21 年度）

職員全体に占める支給職員の割合 15.6%
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 197,487 円
代表的な手当の名称 医学研究手当、徴収事務手当、福祉業務手当、

清掃業務手当、消防作業手当
時間外勤務手当

（21 年度）
支給総額 1 億 2,815 万円
職員 1 人当たり支給年額 217,570 円

萩市 （平成22年度） 国 （平成22年度）

期末・勤勉
手当

支給区分 期末手当 勤勉手当 支給区分 期末手当 勤勉手当

割合
6 月期 1.25 月分 0.70 月分

割合
6 月期 1.25 月分 0.70 月分

12 月期 1.50 月分 0.70 月分 12 月期 1.50 月分 0.70 月分
計 2.75 月分 1.40 月分 計 2.75 月分 1.40 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置：有 職制上の段階、職務の級等による加算措置：有

退職手当

支給区分 自己都合 勧奨・定年 支給区分 自己都合 勧奨・定年

割合

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分

割合

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分 勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分 勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置：
5 ～ 75％加算 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置：

2 ～ 20％加算

扶養手当
①配偶者　　月 13,000円
②扶養親族　1人当たり月 6,500円
　（配偶者がない場合、１人目は月11,000円）

同じ

住居手当

借家（月額）
　◦家賃 23,000円以下の場合　家賃−12,000円
　◦家賃 23,000円を超える場合
　　（家賃−23,000円）÷2＋11,000円
　　　　　　　　　　　（最高限度額 27,000円）
※平成22年4月1日から持家に係る住居手当（持家
　取得後の5年間に月額2,500円を支給）を廃止

同じ

通勤手当

①交通機関利用（月額）
　◦運賃55,000円以下の場合　実額
　◦運賃55,000円を超える場合　
　　55,000円＋（運賃−55,000円）÷2
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（2㎞以上） に応じ2,000円～50,000円を支給

①交通機関利用（月額）　
　実額（ただし、支給限度額 55,000 円）

②交通用具利用（月額）
　距離（２㎞以上）に応じ2,000円～24,500円を支給

□職員手当の状況（H22.4.1 現在）

区　分 給料月額等 区　分 平成 22 年度支給割合

給　料 市　長
副市長

820,000 円
650,000 円

期末手当

市　長
副市長

6 月期　1.95 月分
12 月期　2.20 月分 加算措置：有
計　　　4.15 月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

420,000 円
345,000 円
320,000 円

議　長
副議長
議　員

6 月期　1.45 月分
12 月期　1.65 月分 加算措置：有

計　　3.10 月分

□特別職の報酬等の状況（H22.4.1 現在）
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職員の給与の状況３

歳出額（Ａ） 実質収支額 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）
平成21年度 324億5,941万円 3億3,220万円 63億3,251万円 19.5％

※人件費には職員給与に加え、退職手当、報酬等を含みます。□人件費の状況（普通会計決算）

職員数 給与費（年額） １人当たり
給与費給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

平成22年度 699人 27億7,945万円 5億3,804万円 10億8,609万円 44億358万円 630万円

※職員手当には退職手当を含みません。□職員給与費の状況（普通会計予算）

職　種 採用予定数 申込者数 １次試験
受験者数

１次試験
合格者数

２次試験
受験者数

２次試験
合格者数 採用者数

看護師① 4 人程度 7 人 7 人 5 人 ― ― 5 人
医療事務① 1 人 1 人 1 人 0 人 ― ― ―
看護婦② 7 人程度 11 人 11 人 ７人 ― ― 7 人
臨床検査技師 1 人 2 人 2 人 1 人 ― ― 1 人　
診療放射線技師 1 人 2 人 2 人 1 人 ― ― 1 人
医療事務② １人 1 人 1 人 1 人 ― ― 1 人

□採用試験実施状況（平成 21 年度）

□選考の状況（平成 21 年度）：採用試験以外に市民病院・診療所の医師「５人」を選考により採用しています。

職員の競争試験および選考の状況２

医　師 理学療法士 薬剤師 看護師 臨床検査技師 診療放射線技師 医療事務 計
5 人 1 人 1 人 12 人 1 人 1 人 1 人 22 人

職員の任免および職員数の状況１

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

区　分 職員数 対前年
増減数

区　分 職員数 対前年
増減数部　門 平成21年 平成22年 部　門 平成21年 平成22年

一般
行政部門

議　会 6 6 0
特別
行政部門

教　育 117 111 △ 6
総　務 161 157 △ 4 消　防 86 86 0
税　務 36 36 0 小　計 203 197 △ 6
民　生 131 124 △ 7 普通会計部門　計 726 697 △ 29
衛　生 57 55 △ 2

公営企業等
会計部門

病　院 153 160 7
労　働 1 1 0 水　道 27 27 0
農林水 55 51 △ 4 下水道 24 23 △ 1
商　工 23 22 △ 1 その他 59 53 △ 6
土　木 53 48 △ 5 小　計 263 263 0
小　計 523 500 △ 23 合　計 989 960 △ 29

□部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※1.萩市の給与条例に基づく級区分による職員数です。　※2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
事務職員
技術職員

事務職員
技術職員 主任 係　　長

課長補佐 課　長 部次長 部長

職員数 3 人 12 人 164 人 190 人 80 人 18 人 26 人 493 人
構成比 0.6% 2.4% 33.3% 38.5% 16.2% 3.7% 5.3% 100.0%

□一般行政職の級別職員数の状況（H22.4.1 現在）

□採用職員数（H21.4.2 ～ H22.4.1） □退職職員数（平成21年度）

退職者 43 人
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年次有給休暇 1 年につき 20 日間付与。4 月採用職員は 15 日間付与。
平成 21 年の平均取得状況：7.9 日

病気休暇 負傷または疾病のために療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の休暇
特別休暇 結婚、出産、忌引など特別の事由により、勤務しないことが相当である場合の休暇

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等の負傷、疾病または老齢により日常生活を営むのに支障
がある者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇
平成 21 年の取得状況：0 件

育児休業 職員は 3 歳に満たない子を養育するため、3 歳に達する日まで育児休業することができる。
平成 21 年の取得状況：26 件

修学部分休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学のための部分休業
高齢者部分休業 職員の定年退職前の現役離職準備のための部分休業
自己啓発等休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学または国際貢献活動を行うための休業

勤務時間 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 週休日：土曜日、日曜日　
休日：国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末年始休憩時間 午後 0 時 00 分～午後 1 時

職員の勤務時間およびその他の勤務条件の状況４
□勤務時間等

□休暇制度等について

免職 休職 降任 降給 計
0 人 4 人 1 人 0 人 5 人

免職 停職 減給 戒告 計
0 人 0 人 1 人 1 人 2 人

職員の分限および懲戒処分の状況（平成21年度）５
□分限処分者の状況 □懲戒処分者状況

◦法令等および上司の職務上の命令に従う義務　 ◦秘密を守る義務
◦政治的行為等の制限 ◦営利企業等の従事制限（許可状況：平成 21 年度 79 件）
◦信用失墜行為の禁止 ◦職務に専念する義務
◦争議行為等の禁止

職員の服務の状況６
地方公務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

□職員研修の状況： 本市の人材育成として、山口県ひとづくり財団や自治大学校等へ派遣研修を行い職員の
資質の向上に努めています。
◇平成 21 年度の研修実績：山口県ひとづくり財団へ 89 人、自治大学校へ４人

□勤務成績の評定状況： 職員ごとに年１回の昇給時期に勤務成績を評定しています。

職員の研修および勤務成績の評定の状況７

□勤務条件に関する措置状況（平成 21 年度）：該当なし
□不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 21 年度）：該当なし

公平委員会に係る業務の状況９

加入団体 災害件数 災害の内容
地方公務員災害補償基金山口県支部 12 件 骨折、切傷

■市事業 ◇職員健康診断： 定期健康診断、Ｂ型肝炎ウィルス検査

◇共済組合制度： 人間ドック助成事業、特定健康診査、特定保健指導事業、生活習慣病検診助成事業、
保養所等宿泊助成事業

■萩市職員共済会事業　
　市事業以外に、萩市職員共済会への補助により、職員の福利厚生を目的とした事業を実施しています。

◇公費負担額
　（平成21年度）

◇公費負担により実施した福利厚生事業：研修事業の実施、職員食堂管理、職場用救急薬品設置、他市
　との親睦球技大会参加、萩夏まつり等地域活動参加、職員親睦球技大会開催、文化部・運動部助成等

公費負担額 会員 1 人当たりの公費負担額 公費負担率
515 万円 5,218 円 31.0％

職員の福祉および利益の保護の状況８
□福利厚生制度に関する状況（平成 21 年度）

□公務災害の認定状況（平成21年度）

※平成 22 年度の補助金精算後の額で算出しています
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平成 22 年度の萩市職員募集を行います。いずれの職種も萩市内に居住できる方に限ります。

萩市職員募集平成　　年度 22

▷試験日程　11 月 21 日（日）
▷会場　萩市役所本庁
▷申込方法
　次の提出書類を〒７５８- ８５５５ 萩市総務課人事係
　へ郵送または直接持参してください。
　※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在中」
　と朱書して郵便書留でお送りください。当日消印有効。
　締切日直前の場合は、速達でお送りください。

▷提出書類
　募集要項、受験申込書、受験票は、総務課人事係に請求
　されるか、萩市ホームページからダウンロードできます。
　①受験申込書（写真を貼付）、②受験票（切手を貼付）
　③最終学校卒業（見込）証明書、④最終学校成績証明書
　⑤建築士を受験される方は建築士免許証の写し
▷採用予定日　平成 23 年４月１日
■問い合わせ　総務課人事係（２５・１２３９）

９月15日（水）→10月22日（金）募集期間は 午前８時30分〜午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）

職　種 募集人員 受　験　資　格 試験内容

上級消防
あわせて
3 人程度

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、4 年生大学
を卒業した方または平成 23 年 3 月に卒業見込みの方

【1 次試験】
一般教養試験、職場適応性検査、消
防適性検査、体力測定※

【2 次試験】
集団討論、面接試験、健康診断初級消防

昭和 61 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、高等学校
以上（4 年生大学を除く）を卒業した方または平成
23 年 3 月に卒業見込みの方

建築士 1 人

昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、次の要件
をすべて満たす方
① 1 級建築士資格を有する方
②高等学校以上を卒業した方

【1 次試験】
一般教養試験、専門試験、作文、職
場適応性検査、事務適性検査

【2 次試験】
集団討論、面接試験

※体力測定は、応募状況により２次試験で行う場合があります。

消防職員
建築士

萩
市
消
防
操
法
大
会

前
列
左
か
ら
、田
邉
英ひ
で
き喜
、吉
村
辰し
ん
い
ち市

分
団
長
、田
中
喜よ
し
は
る治

後
列
左
か
ら
、久
保
直な
お
き樹
、古
谷
貴た
か
ひ
ろ
宏
、

平
井
真し
ん
じ司
、金
松
健け
ん
い
ち一

基本操法：自動車の部 椿分団

前
列
左
か
ら
、長
岡
榮え
い
じ治

分
団
長
、田
中

太た
ろ
う朗

、西
村
淳じ
ゅ
ん
い
ち一

後
列
左
か
ら
、濵
村
辰た
つ
の
り
徳
、松
原 

優ま
さ
る、國

光
哲て
つ
や也

前
列
左
か
ら
、木
下
忠た
だ
お生

、三み
う
み海 

清
き
よ
し

分

団
長
、谷
本
篤
あ
つ
し

後
列
左
か
ら
、山
田
勝か
つ
と
し
利
、松
尾
義よ
し
と人
、

木
村
初は
つ
ゆ
き幸

前
列
左
か
ら
、金
子
和か
ず
し司
、水
津
高た
か
の
り德

分
団
長
、河
野
兼か
ね
ひ
ろ葊

後
列
左
か
ら
、河
野
恒つ
ね
よ
し
嘉
、大
田
彦ひ
こ
じ二
、

久
保
田
晃こ
う
じ司

応急操法：自動車の部 
大井第2分団A

基本操法：小型ポンプの部 
大島分団A

応急操法：小型ポンプの部 
三見分団第2部

　

９
月
５
日
、
玉
江
河
川
公
園
に
中

央
方
面
団
（
旧
萩
市
消
防
団
）
17
分

団
か
ら
21
チ
ー
ム
が
参
加
。
ま
た
、

川
上
方
面
団
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
１
位
と
川
上
方
面
団

は
、
９
月
18
日
に
行
わ
れ
る
「
第
57

回
山
口
県
消
防
操
法
大
会
」
に
出
場

し
ま
す
。
各
種
目
の
１
位
は
次
の
と

お
り
。
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伊い

ら

お
良
尾
火
山
灰
層
の
法
面
保
護
工
が
進
ん
で
い
ま
す

　

萩
市
弥
富
と
阿
武
町
の
境
付
近
の
広
域
農

道
建
設
現
場
か
ら
見
つ
か
っ
た
「
伊い

ら

お
良
尾
火

山
灰
層
」。
こ
の
地
層
は
、
約
１
億
年
前
の

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
層
に
接
し
、
火
山
灰
の
地
層
に
貫

入
し
て
き
た
マ
グ
マ
や
火
山
灰
を
降
ら
せ
な

が
ら
溶
岩
を
流
し
た
様
子
な
ど
、
噴
火
の
過

程
が
明
確
に
か
つ
１
か
所
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
地
層
で
す
。

　

そ
の
地
層
の
一
部
を
現
地
保
存
し
、
間
近

で
見
る
た
め
の
施
設
等
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。現
在
、法の
り
め
ん面

の
保
護（
屋
根
）や
見
学
用

通
路
、
転
落
防
止
柵
等
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
案
内
板
や
解
説
板
、
駐
車
場
等
の
整
備

を
進
め
、年
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

伊い

ら

お
良
尾
火
山
灰
層
の
法
面
保
護
工
が
進
ん
で
い
ま
す

　

８
月
29
日
、「
萩
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
が
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
萩
武
道

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
か
ら
21
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
老
若
男
女
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
ま
た
相
互
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。

出
場
者
に
は
、
最
高
年
齢
で
80
歳
の
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

【
女
性
１
部
】
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
、【
女
性
２
部
】

ぎ
ゅ
う
ち
ゃ
ん
ず
、【
混
合
１
部
】
ヒ
ー
カ
ー

ズ
、【
混
合
３
部
】
Ｋ
Ｋ
Ｙ
、【
混
合
４
部
】

ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
Ｂ

萩
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
、
エ
イ

ミ
ー
先
生（
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
出
身
）が
来
日

し
ま
し
た
。
エ
イ
ミ
ー
先
生
は
須
佐
・
田
万

川
地
域
を
担
当
し
ま
す
。
２
学
期
か
ら
、小
・

中
学
校
を
訪
問
し
、
英
語
や
外
国
語
活
動
の

授
業
だ
け
で
な
く
、
国
際
理
解
教
育
や
運
動

会
な
ど
の
学
校
行
事
に
も
参
加
し
ま
す
。

　

萩
市
に
は
、
エ
イ
ミ
ー
先
生
も
含
め
、
６

人
の
外
国
語
指
導
助
手
が
各
地
域
に
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
員
萩
市
内
に
住
み
、
日

本
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま

す
。 ９

月
か
ら
新
し
い

外
国
語
指
導
助
手

学
校
教
育
研
究
発
表
大
会
を
開
催

学
校
が
変
わ
る
！

育
つ
子
ど
も
の
夢
と
知
恵

　

８
月
20
日
、
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
萩
市
学

校
教
育
研
究
発
表
大
会
が
開
か
れ
、
市
内
の

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
、
学
校
の
研

究
発
表
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
小
学
生
の
代
表
７
人

と
中
学
生
の
代
表
５
人
が
、
将
来
の
夢
や
地

域
の
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
中
学
３
年
生
は
「
入
院

し
た
父
親
を
疲
れ
た
顔
も
見
せ
な
い
で
看
病

す
る
母
親
か
ら
、『
あ
な
た
の
、
お
は
よ
う

の
一
言
が
元
気
の
も
と
よ
』
と
言
わ
れ
、
あ

い
さ
つ
、
家
族
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
毎
朝

元
気
な
『
行
っ
て
き
ま
す
』
を
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

上田敬子さん（萩東中３年）
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８
月
14
日
、
鮎
の
つ
か
み
ど
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
の
川
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う
」
と
阿
武
川
漁
協
明
木
支
部

が
14
年
続
け
て
い
る
お
盆
恒
例
行
事
で
す
。

　

幼
児
・
小
学
生
・
大
人
の
部
に
分
け
て
川

に
放
し
た
鮎
は
約
２
０
０
０
匹
。
１
匹
で
も

た
く
さ
ん
つ
か
ま
え
よ
う
と
、
開
始
の
合
図

で
一
斉
に
飛
び
込
み
、
き
れ
い
な
水
の
感
触

と
鮎
の
つ
か
み
ど
り
を
お
も
い
っ
き
り
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。「
毎
年
来
て
い
ま
す
」
と

い
う
声
も
多
く
、
い
つ
も
は
静
か
に
せ
せ
ら

ぐ
明
木
川
は
、
地
元
や
遠
く
は
大
阪
な
ど
県

内
外
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る
家
族
連
れ
の

歓
声
と
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

鮎
・
人
・
自
然
い
っ
ぱ
い
の
明
木
川

旭

　

８
月
17
日
、山
口
福
祉
文
化
大
学
と
今
春
、

東
萩
駅
前
に
開
校
し
た
専
門
学
校
さ
く
ら
国

際
言
語
学
院
が
、
今
後
の
円
滑
な
留
学
生
の

受
け
入
れ
を
目
的
に
、
姉
妹
都
市
・
大
韓
民

国
蔚ウ
ル
サ
ン山

広
域
市
に
あ
る
蔚
山
生
活
科
学
高

等
学
校
と
３
学
校
の
間
で
友
好
交
流
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
26
日
に
は
同
様
に
、
韓
国
釜

山
市
の
大
テ
ミ
ョ
ン明
女
子
高
等
学
校
と
も
友
好
交
流

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
両
高
校
と
も
、
日
本

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
の
協
定

で
、
研
究
・
教
育
を
目
的
と
し
た
学
生
や
教

職
員
の
相
互
派
遣
等
を
推
進
し
、
市
民
の
国

際
交
流
に
も
寄
与
し
た
い
と
の
意
向
で
す
。

山
口
福
祉
文
化
大
学
と
韓
国
の
高
校
が
友
好
交
流
協
定

　

８
月
19
日
、
須
佐
漁
港
で
須
佐
保
育
園
児

23
人
が
、
マ
ダ
イ
の
稚
魚
約
１
０
０
０
匹
を

放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
将
来
に
わ
た
り
海
や
資
源
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
園
児
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
に

入
れ
ら
れ
た
マ
ダ
イ
の
稚
魚
に
「
大
き
く
な

あ
れ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
岸
壁
か
ら
海
に

放
流
。
海
に
放
さ
れ
た
稚
魚
が
泳
ぐ
様
子
を

見
な
が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
口
県
漁
協
須
佐
支
店
・
須
佐

一
本
釣
船
団
が
育
成
し
た
マ
ダ
イ
の
稚
魚
約

14
万
匹
が
、
萩
市
沖
な
ど
の
日
本
海
に
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
て
ね

須
佐

〜
マ
ダ
イ
の
稚
魚
放
流
〜

田
万
川
音
頭
を
後
世
に

　

８
月
25
日
、
た
ま
が
わ
夏

ま
つ
り
が
江
崎
弁
天
公
園
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ビ

ン
ゴ
大
会
に
始
ま
り
、
大
江

後
か
ぐ
ら
、
子
ど
も
フ
ラ
メ

ン
コ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

２
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の

夜
空
を
彩
り
、
ま
つ
り
も
最

高
潮
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
盆
踊
り
を
田
万

田
万
川

川
音
頭
に
代
え
て
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
田
万

川
出
身
で
田
万
川
音
頭
の
作
詞
家
、
吉
岡
治

さ
ん
を
偲
び
、
こ
の
音
頭
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
吉
岡
さ
ん
は
、
都
は
る

み
の
「
大
阪
し
ぐ
れ
」、
石
川
さ
ゆ
り
の「
天
城

越
え
」な
ど
昭
和
を
代
表
す
る
歌
謡
曲
を
次
々

と
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
の
ね
む
り
か
ご
、
大
人
用

三
輪
車
（
前
二
輪
）、
蛍
光
灯
器
具
、

座
卓
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
、
紳
士
服

他
、二
槽
式
洗
濯
機
、テ
ー
ブ
ル
（
椅

子
付
４
人
掛
）、
バ
タ
フ
ラ
イ
テ
ー

ブ
ル
（
椅
子
付
４
脚
）、
ピ
ア
ノ
、

ひ
な
人
形（
段
飾
り
）、布
団
乾
燥
器
、

仏
壇
（
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
）、マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

大
人
用
三
輪
車
、
自
転
車
の
幼
児
用

補
助
イ
ス
、
食
卓
用
イ
ス
、
椿
保
育

園
麦
わ
ら
帽
子
、
ひ
な
人
形
、
五
月

人
形
、
ピ
ア
ノ
足
台
、
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
、
薪
焚
き
か
ま
ど
、
ミ
シ
ン

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

か
さ
布
を
使
っ
た
マ
イ
バ
ッ
ク
作
り

▽
と
き　

10
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
▽
定
員　

10
人
▽
参
加
料　

１
０
０
円

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

10
月
か
ら
萩
図
書
館
の
書
庫

資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す

　

来
年
３
月
の
開
館
に
向
け
、
現

在
の
萩
図
書
館
は
平
成
23
年
１
月

10
日
か
ら
休
館
し
ま
す
。

　

現
在
、
移
転
準
備
の
た
め
貴
重

資
料
な
ど
を
利
用
休
止
と
し
て
い

ま
す
が
、
10
月
か
ら
書
庫
内
の
資

料
の
利
用
（
閲
覧
・
貸
出
・
調
査

相
談
）
を
休
止
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
利

用
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
（
一
般
閲
覧

室
・
子
ど
も
閲
覧
室
・
参
考
資
料

室
）
に
並
ん
で
い
る
資
料
は
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。

■
休
止
期
間

10
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
（
新

館
開
館
ま
で
）

■
利
用
休
止
資
料

書
庫
で
保
管
し
て
い
る
す
べ
て
の

資
料
（
小
説
や
実
用
書
な
ど
）

■
今
後
の
利
用
休
止
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
予
定
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
休
止

12
月
12
日
～

▽
す
べ
て
の
資
料
の
貸
出
の
休
止

12
月
26
日
～

※
い
ず
れ
も
、
新
館
開
館
ま
で
休

止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

健
診
はお

済
み
で
し
ょ
う
か
?

　

市
で
は
、
５
月
か
ら
12
月
ま
で

を
健
診
月
間
と
し
て
、
健
康
診
査

の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
特
に
が
ん

疾
患
に
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
最
良
の
予
防
法
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
年
に
一
度
は
健
康
診

査
を
受
け
、
自
ら
の
健
康
を
確
認

し
、
日
々
の
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
受
診
の
際
に
は
必
ず

希
望
の
医
療
機
関
へ
電
話
で
受
診

予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
休
日
検
診
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

【
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き　

10
月
17
日
（
日
）、
11

月
28
日
（
日
）
受
付
午
前
８
時
～

９
時

■
萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

【
乳
が
ん
検
診
】

■
と
き　

９
月
26
日
（
日
）、
11

月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

11
時
30
分
（
完
全
予
約
制
）

■
都
志
見
病
院

※
各
種
健
康
診
査
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
５
月
中
旬
配
布
の
「
健
診

の
し
お
り
」
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
２
６
・
０
５
０
０
）

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

期
限
は
８
月
31
日
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
期
限

は
９
月
10
日
で
す
の
で
、
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
が
遅
く
な
る
と
、
12
月
期

の
支
払
い
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
児
童
扶
養
手
当
】

子
育
て
支
援
課
母
子
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）

指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
廃
止

　

次
の
業
者
が
事
業
廃
止
の
た
め

指
定
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

◆
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ア
ー
ス
（
吉

部
下
）

　

水
道
工
事
を
行
う
時
は
、
必
ず

市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
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　来春小学校に入学するお子さんの健康診断を行
います。該当するご家庭には通知書を配付します
が、転居された方や市内へ転入された方等で、実
施日の 10 日前までに通知書が届かない場合は、
ご連絡ください。

問い合わせ　学校教育課（２５・３５６４）、
　教育委員会各地域事務所

学校名 予定数 実施日 実施時間
明倫小学校 113 11月1日（月） 12：45～
椿東小学校 79 10月27日（水） 13：00～
越ヶ浜小学校 15 11月10日（水） 13：00～
椿西小学校 41 10月20日（水） 13：00～
白水小学校 14 11月 5日（金） 13：00～
三見小学校 3 白水小学校で実施
大井小学校 8 10月29日（金） 13：00～
大島小学校 8 11月11日（木） 13：45～
相島小学校 1 11月10日（水） 15 :00～
見島小学校 5 10月27日（水） 13：30～
川上小学校 4 10月22日（金） 14：00～
小川小学校 10 10月18日（月） 13：15～
多磨小学校 9 10月25日（月） 13：15～
むつみ小学校 6 10月22日（金） 13：40～
育英小学校 16 11月19日（金） 13：30～
弥富小学校 1 10月19日（火） 13：30～
明木小学校 5 11月5日（金） 14：00～
佐々並小学校 6 明木小学校で実施
紫福小学校 4 11月2日（火） 14：00～
福川小学校 4 11月17日（水） 14：40～

瀬
戸
内
寂
聴
・
十
二
代
三
輪

休
雪　

特
別
対
談
「
愛
と

芸
術
」

　

９
月
25
日
に
市
民
館
で
開
催
す

る
瀬
戸
内
寂
聴
・
十
二
代
三
輪
休

雪
特
別
対
談
「
愛
と
芸
術
」
の
前

売
券
は
好
評
に
つ
き
完
売
し
ま
し

た
が
、
聴
講
を
希
望
す
る
問
い
合

わ
せ
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
と
お
り
モ
ニ
タ
ー
中
継
を
し
ま

す
。

■
と
き　

９
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
定
員　

１
５
０
人
（
要
予
約
、

定
員
と
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
）

■
料
金　

５
０
０
円

※
入
場
券
は
、
当
日
市
民
館
受
付

に
て
現
金
と
引
き
換
え
に
お
渡
し

し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約　

商
工
課
内

萩
陶
芸
家
協
会
事
務
局

※
当
日
券
（
２
０
０
０
円
）
を
20

人
限
定
（
先
着
順
）
で
発
売
し
ま

す
。

【
入
場
方
法
の
お
知
ら
せ
】

　

当
日
は
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
座
席
を
指
定
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
座
席
券
は
当
日
、

正
午
か
ら
先
着
順
で
配
布
し
ま
す

の
で
、
会
場
前
方
の
座
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
課
内
萩
陶
芸
家
協
会
事
務
局

（
２
５
・
３
６
３
８
）

寄
付

　

萩
市
ラ
グ
ビ
ー
協
会
（
秋
尾

護ま
も
る

会
長
）
か
ら
、
交
通
遺
児
や

母
子
家
庭
等
へ
の
児
童
福
祉
の
た

め
に
、
現
金
５
万
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
９
月
１
日
号
７
ペ
ー
ジ
の

全
国
大
会
出
場
の
記
事
で
、
吉
光

奈な

な菜
さ
ん
は
「
椿
東
小
６
年
」
で

し
た
。

　

お
詫
び
の
上
、
訂
正
し
ま
す
。

萩
市
子
育
て
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
行
事

○
観
劇
会

■
と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午
前

９
時
～
10
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

劇
団
ち
ろ
り
ん
に
よ
る

「
ウ
サ
ギ
君
の
家
」

■
対
象  

未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者■
申
込
期
限　

９
月
24
日

○
子
育
て
遠
足

■
と
き  

10
月
８
日
（
金
）
午
前  

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ 

指
月
公
園
（
雨
天
の

場
合
堀
内
体
育
館
）

■
内
容  

ゲ
ー
ム
、
散
策
な
ど

■
対
象  

未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者■
申
込
期
限　

10
月
１
日

申
し
込
み 

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
２
５
・
４
４
８
８
）

「
農
村
生
活
体
験
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
」
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

従
来
の
萩
市
の
観
光
に
、
第
一

次
産
業
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型

観
光
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年

度
「
萩
市
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
初

の
受
け
入
れ
と
な
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

民
泊
や
農
作
業
、
伝
統
文
化
な

ど
、
農
村
の
生
活
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

10
月
10
日
（
日
）、
11

日
（
月
）
１
泊
２
日

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
地
域

■
内
容　

民
泊
、
農
業
体
験
、
料

理
体
験
等

■
対
象
者　

小
学
５
～
６
年
生

■
参
加
料　

４
０
０
０
円

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
市
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会

申
し
込
み

９
月
30
日
ま
で
に
、
農
政
課
（
２

５
・
４
１
９
２
）
へ
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維
新
の
里
歩
こ
う
会

　

松
陰
先
生
生
誕
１
８
０
年
の
今

年
、
松
下
村
塾
・
玉
木
文
之
進
旧

宅
な
ど
、
史
跡
が
数
多
く
存
在
す

る
維
新
の
里
を
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
16
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午
（
受
付
午
前
８
時
30

分
～
）

※
雨
天
時
は
、
松
陰
神
社
記
念
館

で
特
別
講
座
を
行
い
ま
す
。

■
集
合
場
所　

松
陰
神
社
記
念
館

■
内
容　

椎
原
（
史
跡
を
詳
し
く

説
明
）
を
散
策
後
、
誕
生
地
に
て

青
空
特
別
講
座
「
松
陰
先
生
誕
生

地
秘
話
」

■
持
参
品　

水
筒

※
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

一
般
１
０
０
円
（
飲

み
物
代
、
保
険
料
、
当
日
徴
収
）、

小
中
学
生
無
料

■
定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
ま
で

に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会

へ
郵
送
（
必
着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
１
１
萩
市
椿

東
１
５
３
７　

松
陰
神
社
社
務
所

内
維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
２
２
・
４
６
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
２
・
４
２
８
２
）

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会

　

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
開
催
す

る
「
の
ど
自
慢
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
・
一
般
の
部
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
13
日
（
土
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

午
前
10
時
～
正

午一
般
の
部　

午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
賞　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
、
審
査
員
特
別

賞
に
楯
と
副
賞

※
音
源
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
、
舞

台
で
は
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
使
用

し
ま
す
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
・
通

学
し
て
い
る
３
歳
以
上
、
高
校
生

以
下
の
方

■
定
員　

15
人
（
組
）
で
、グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
一
般
の
部
】

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
・
通

勤
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
（
高

校
生
は
不
可
）

■
定
員　

25
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法　

10
月
５
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
と
曲
目
、
歌
手

名
を
記
入
の
う
え
郵
送

主
催
・
申
し
込
み　

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
文

化
・
生
涯
学
習
課
内
萩
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
「
の
ど
自
慢
大
会
」
事
務

局
（
２
５
・
３
５
９
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
５
６
３
９
）

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

　

日
本
有
数
の
好
漁
場
で
あ
る
見

島
沖
に
お
い
て
、
漁
業
者
と
遊
漁

者
が
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

釣
り
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
確
立

を
図
る
た
め
、
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

一
昨
年
、
昨
年
と
俳
優
の
松
方
弘

樹
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
２
年
連
続

で
３
０
０
kg
超
の
大
物
を
釣
り
上

げ
ま
し
た
。
今
回
も
松
方
さ
ん
は

参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
と
き　

11
月
20
日
（
土
）
～
26

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど
を

あ
げ
て
の
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
す

各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
安

全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標

•
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

•
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

行事名 とき ところ

交通安全自動車
パレード

9月21日（火）
9:15～11:30

【萩・川上・むつみ・旭・福栄地域】
市民体育館での出発式の後、
3コースに分かれてパレード

【須佐・田万川地域】須佐総合事
務所を出発しパレード

福栄地域交通安全
キャンペーン

「マスコット作戦」

22日（水）
7:00～8:00 JAあぶらんど萩福川支所前

28日（火）
7:00～8:00 JAあぶらんど萩紫福支所前

スカウト協議会
交通安全キャンペーン

23日（木・祝）
10:30～11:30 道の駅「萩往還」駐車場

むつみ地域交通安全
キャンペーン

24日（金）
7:00～7:30 吉部下鍛冶屋交差点

旭地域交通安全
キャンペーン

24日（金）
10:00～11:00 小木原道路公園

交通安全・エコドライ
ブ診断

25日（土）
9:30～12:00 萩自動車学校

萩交通安全協会婦人部
等によるキャンペーン

27日（月）
14:00～15:00 明木菅蓋（262号）

川上地域交通安全
キャンペーン

28日（火）
13:30～14:30 川上山田（262号）

やまびこキャンペーン 29日（火）
7:30～8:00 むつみB＆G海洋センター前

須佐地域・田万川地域
交通安全キャンペーン

29日（火）
16:00～17:00

道の駅「ゆとりパークたまがわ」
前（191号）

•
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

•
飲
酒
運
転
の
根
絶

•
は
み
だ
し
事
故
の
防
止

※
９
月
30
日
は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」

を
呼
び
か
け
る
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
〜
30
日
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萩
・
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
広
場

▽
松
の
剪
定
教
室

■
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
往
還
梅
林
園
（
萩
往

還
梅
林
園
駐
車
場
集
合
）

■
持
参
品　

軍
手
、
剪せ
ん

定
バ
サ
ミ
、

作
業
で
き
る
服
装
、
脚
立
（
持
参
で

き
る
方
の
み
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

▽
花
木
の
配
布
（
要
申
込
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
配
布
苗　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ト
サ
ミ

ズ
キ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
レ
ン
ギ
ョ

ウ
（
各
５
０
０
円
、１
人
４
本
ま
で
）

▽
秋
の
草
花
の
苗
の
配
布（
要
申
込
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
配
布
苗　

ハ
ボ
タ
ン
４
種
類
・
丸

葉
・
ち
り
め
ん
の
各
紅
白（
各
70
円
）、

パ
ン
ジ
ー
、テ
ル
ス
タ
ー
、キ
ン
ギ
ョ

ソ
ウ
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ビ
オ
ラ
（
各

50
円
）

※
予
約
多
数
の
場
合
は
、
数
の
調
整

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
つ
る
細
工
教
室

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　

長
時
間
保
存
で
き
る
本
物
の
花

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

■
参
加
料　

１
５
０
０
円

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
新
築
記
念
夏
み
か
ん
の
苗
贈
呈

　

都
市
計
画
区
域
内
に
今
年
新
築
さ

れ
た
お
宅
に
夏
み
か
ん
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！
（
３
本
ま
で
）

▽
児
童
絵
画
作
品
募
集

　

幼
児
・
小
学
生
児
童
の
絵
画
作
品

を
募
集
し
、
全
作
品
を
展
示
。

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
ま
で
に
、

都
市
計
画
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所

地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
花
木
、
草
花
の
種
類
、

本
数
、
ま
た
は
希
望
教
室
名
を
記
入

の
う
え
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
児
童
絵
画
の
応
募
は
都
市
計
画
課

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

都
市
計
画

課
花
と
緑
の
推
進
係
（
２
５
・
３
６

４
４
）

10
月
９
日（
土
）

10
月
10
日（
日
）

日
（
金
）
午
前
７
時
～
午
後
３
時

※
海
の
状
況
に
よ
り
中
止
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

見
島
沖
周
辺

■
定
員　

30
船
、１
０
０
人（
チ
ー

ム
参
加
で
各
船
定
員
２
～
５
人
）

※
７
日
間
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先

し
、
後
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

■
参
加
資
格　

16
歳
以
上
の
方

■
参
加
料　

１
人
１
日
３
０
０
０

円
（
保
険
料
等
）

■
乗
船
料　
（
１
チ
ー
ム
）

①
見
島
遊
漁
船
利
用
の
場
合
＝
１

日
６
万
円

②
見
島
遊
漁
船
以
外
の
萩
の
遊
漁

船
利
用
の
場
合
＝
１
日
７
万
円

③
萩
地
区
小
型
船
舶
安
全
協
会
認

可
で
市
内
の
マ
リ
ー
ナ
所
属
の
船

で
参
加
の
場
合
＝
参
加
料
の
み

※
見
島
ま
で
の
交
通
費
、宿
泊
費
、

餌
代
、
魚
の
送
料
、
氷
代
、
そ
の

他
運
搬
費
等
が
別
途
必
要
で
す
。

■
前
夜
祭　

11
月
19
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
は
、
会
費
３
５
０

０
円
が
必
要
で
す
。

■
主
催　

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
実
行
委
員
会

■
申
込
方
法　

10
月
29
日（
必
着
）

ま
で
に
水
産
課
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
を
提
出

※
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

萩
お
も
し
ろ
雑
学
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
０
（
９
月
分
）

　

受
講
料
は
、
無
料
で
す
。

■
と
き　

９
月
30
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分
～
９
時
15
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
演
題　

日
常
生
活
の
中
の
風
景

の
相そ
う
ぼ
う貌
を
探
る

■
講
師　

多
賀
直な
お
つ
ね

恒
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
教
授
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

　

萩
反
射
炉
が
九
州
山
口
近
代
化

産
業
遺
産
の
一
つ
と
し
て
、
世

界
遺
産
候
補
の
暫
定
リ
ス
ト
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
萩
反
射
炉
が
世

界
遺
産
の
候
補
と
な
っ
て
い
る
理

由
を
考
察
し
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室　

■
演
題　
「
萩
反
射
炉
～
な
ぜ
世

界
遺
産
の
対
象
に
」

■
講
師　

森
本
文ふ
み
の
り

規
（
幕
末
長
州

科
学
技
術
史
研
究
会
）

■
主
催　

史
都
萩
を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取

得
講
習
会

■
と
き　

10
月
28
日
（
木
）、
29

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

消
防
本
部　

■
対
象
者　

防
火
管
理
業
務
を
適

切
に
遂
行
で
き
る
管
理
、
監
督
的

な
立
場
に
あ
る
方

■
受
講
料　

３
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

９
月
27
日
～
10
月

15
日

■
申
込
方
法　

消
防
本
部
予
防
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
持
参

申
し
込
み　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
９
８
）

募集
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男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
協
働
！
連
携
！
私
と
地
域

の
い
い
関
係
づ
く
り
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
会
活
動

等
に
お
け
る「
い
い
関
係
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
５
日　
（
火
）
午

前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
「
結ゆ
い

」（
西
田
町
）

■
講
師　

大
久
保
邦く
に
こ子

（
全
国
体

験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
総
合

推
進
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
意
見
交
換
会
テ
ー
マ　

子
育

て
・
高
齢
者
・
ま
ち
お
こ
し
・
町

内
会
・
自
治
会
等
を
支
え
る
関
係

づ
く
り
、
災
害
に
備
え
た
関
係
づ

く
り
、
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
市
民
活
動
推
進

課
、
各
総
合
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画

推
進
室
（
２
５
・
３
３
７
３
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
発
言
者
の
話
を

聞
き
、
要
約
し
て
文
字
で
表
す
こ

と
で
、
聞
こ
え
な
い
人
に
そ
の

場
の
話
の
内
容
を
伝
え
る
通
訳
で

す
。

■
と
き　

12
月
５
日
（
日
）
～
平

成
23
年
２
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
全
52
時
間
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）

■
対
象
者　

県
内
在
住
者
で
、
全

課
程
修
了
後
、
山
口
県
要
約
筆
記

奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
。

ま
た
、
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
が
可

能
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

で
き
る
方

■
内
容　

聴
覚
障
害
者
問
題
に
関

す
る
講
義
、
要
約
筆
記
の
基
本
的

な
実
技
（
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

■
参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

■
定
員　

20
人

申
し
込
み　

11
月
16
日
ま
で
に
、
山
口
県
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー（
０
８
３
・

９
８
５
・
０
６
１
１
）
隅
田
・
長

田
へ

行
政
書
士
電
話
相
談

　

10
月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
」
と
し
て
、
行
政
書
士
に
よ

る
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
月
）、
５

日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続
、
各

種
契
約
、
法
人
設
立
、
農
地
転
用
、

自
動
車
登
録
、
示
談
、
公
正
証
書
、

営
業
許
可
、
国
際
業
務
、
成
年
後

見
、
産
業
廃
棄
物
、
交
通
事
故
、

告
訴
状
、
著
作
権
な
ど

■
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
１
２
３
・
０
６
０　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
行
政
書
士
会

　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
０
５
９
）

萩
広
域
は
ば
た
き
教
育
相

談
会

■
と
き　

10
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

教
育
（
学
習
・
進

路
・
就
労
）・
福
祉
・
保
健
・
医

療
な
ど
に
つ
い
て
の
悩
み
や
心
配

ご
と

■
対
象
者　

療
育
・
教
育
で
特
別

■問い合わせ　萩・石見空港利用拡大促進協議会（０８
　５６・２３・０９９０）、観光課（２５・３１３９）

□東京便　ダイヤ改正（10月31日から）
　（大阪経由便は変更なし）

東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着
7：20 ⇒ 8：50 9：20 ⇒ 10：50

14：00 着15：05 16：50 17：20 着18：30 20：10発15：35 発19：00

萩・石見空港の利用をお願いします

現行ダイヤ

東京・大阪への旅行・出張は、萩・石見空港を！

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と

保
護
者

■
申
込
方
法　

10
月
７
日
ま
で

に
、
各
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
５
８
）

萩
市
民
健
康
づ
く
り
教
室

（
山
口
県
歩
こ
う
大
会
）

■
と
き　

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
正
午

頃
ゴ
ー
ル
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所　

9
時
30
分
ま
で
に

中
央
公
園
（
江
向
）
へ
集
合

■
内
容　

市
内
城
下
町
の
史
跡
巡

り
ウ
オ
ー
ク

■
コ
ー
ス　

中
央
公
園
ス
タ
ー
ト

→
江
戸
屋
横
町
→
外
堀
公
園
→
益

田
家
物
見
矢
倉
→
萩
博
物
館
→
菊

屋
横
町
→
中
央
公
園
ゴ
ー
ル
（
約

２
㎞
）

■
対
象
者　

萩
市
民
で
コ
ー
ス
距

離
を
完
歩
で
き
る
方

■
持
参
品　

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ

東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着

10：35 ⇒ 12：20 13：00 ⇒ 14：30

14：00 着15：05 16：50 17：20 着18：30 20：10発15：35 発19：00

新ダイヤ
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ル
、
弁
当
等
は
各
自
で
用
意

※
歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ

た
靴
で
体
調
を
整
え
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

10
月
1
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
参

加
申
込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

ほ
ほ
え
み
大
運
動
会

　
「
が
ん
ば
っ
た
キ
ミ
の
笑
顔
が

み
た
い
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

障
害
の
あ
る
方
や
、
家
族
・
関
係

者
が
集
い
ま
す
。

　

一
緒
に
汗
を
流
し
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
楽
し
い
運
動
会
を
観
覧
し
ま

せ
ん
か
。

■
と
き　

９
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
主
催　

ほ
ほ
え
み
大
運
動
会
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

ふ
た
ば
園
成
人
部

　
　
　
　
（
２
２
・
９
７
１
７
）

ア
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
萩

百
景
２
０
１
０  

作
品
展
示

　

作
品
部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果
発
表
、
土
火
っ
と
遊
び
隊

２
０
１
０
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。ま
た
、陶
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
萩
の
陶
芸
家
の
器
と
花

生
人
と
の
競
作
展
）
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
18
日
（
土
）
～
26

日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅

※
旧
久
保
田
家
住
宅
入
場
に
際
し

て
別
途
１
０
０
円
（
萩
市
徴
収
の

旧
久
保
田
家
住
宅
観
覧
料
）
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
内

萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
（
２
４・２
４
０
０
）

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
０

　
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
」
の

一
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

愛
称
の
「
お
い
で
ま
せ
！
」
の

と
お
り
、
全
国
か
ら
集
う
人
々
を

温
か
く
お
迎
え
し
、
夢
と
感
動
に

あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
県

民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ

め
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
「
ス
ポ
レ
ク
広
場
」
や
展
示
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

■
と
き　

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
ほ
か

■
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
明

倫
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
）、

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
決
勝
大
会
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
お
も
て
な

し
宣
言
」、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ち
ょ
る
る
グ
ッ
ズ
販
売

な
ど問

い
合
わ
せ

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
県
民
き

ら
め
き
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
８
８
５
）

　

城
下
町
の
ま
ち
な
み
を
今
も
と

ど
め
る
、風
情
漂
う
ま
ち・
萩
。そ
の

ま
ち
な
み
に
似
合
う
着
物
を
着
て
、

ま
ち
歩
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

着
物
を
着
て
い
る
方
に
は
特
典

が
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
金
）
～
11

日
（
月
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺

【
着
物
レ
ン
タ
ル
】

▽
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
８
～

10
日
は
午
後
９
時
ま
で
）
▽
旧

久
保
田
家
住
宅
▽
レ
ン
タ
ル
料　

４
０
０
０
円
（
１
日
）、
着
付
け

の
み
１
０
０
０
円

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

▽
10
月
1
日（
金
）午
前
11
時
～
▽

素
水
園
▽
呈
茶
席
一
服
２
０
０
円

○
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

■
と
き　

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

午
後
７
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

千
春
楽
味
楽
亭（
堀
内
）

■
参
加
料　

５
０
０
０
円

■
定
員　

２
０
０
人

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会
内
着
物
ウ
ィ
ー
ク

in
萩
実
行
委
員
会（
２
５
・
１
７
５

０
）

萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト

　

萩
市
の
竹
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

り
、
城
下
町
萩
の
夜
の
魅
力
を
楽

し
む
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
と
き　

10
月
８
日
（
金
）
～
10

日
（
日
）
午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
・
萩
博

物
館
周
辺

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

▽
10
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
～

▽
素
水
園
▽
萩
で
結
成
さ
れ
た
バ

ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
な

ど○
竹
灯
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

示▽
10
月
８
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

○
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

▽
10
月
８
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

午
後
７
時
▽
旧
久
保
田
家
住
宅

※
来
場
者
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
課
内
萩
・
竹
灯
路
物
語

実
行
委
員
会
（
２
５
・
３
１
３
９
）

昨年のフェスタの様子
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９
月
18
日（
土
）〜
11
月
28
日（
日
）

︱
世
界
遺
産
を
め
ざ
し
て
︱

企画展

　

九
州
･
山
口
地
方
は
、佐
賀（
肥

前
）
･
鹿
児
島
（
薩
摩
）
･
萩

（
長
州
）
の
西
南
雄
藩
が
幕
末
に

西
洋
技
術
の
導
入
を
開
始
し
て
以

来
、
日
本
近
代
化
･
工
業
化
の
大

き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
世
界
遺
産
候
補
と
な
っ
て
い

る
「
九
州
･
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
」の
構
成
資
産
候
補
に
は
、

近
代
化
・
工
業
化
の
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
た
代
表
的
な
遺
産
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
か
ら
は
萩
反
射
炉
、
恵
美

須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松
下
村
塾
の

３
件
が
世
界
遺
産
候
補
に
選
ば
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
遺
産
を
通
じ
、

幕
末
に
、
萩
藩
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち

が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
モ
ノ
づ
く

り
に
挑
ん
だ
様
子
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

北
浦
音
楽
文
化
祭

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
萩
の
夕
べ
」

　

ア
ロ
ハ
エ
コ
ー
ズ
に
よ
る
ハ
ワ

イ
ア
ン
演
奏
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
競

演
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き  

９
月
25
日
（
土
）
午
後

7
時
～
９
時

■
と
こ
ろ 

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料  

５
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
浦
音
楽
芸
能
文
化

協
会
（
２
２
・
１
３
４
５
） 

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
・
発

表
会

○
作
品
展

■
と
き　

９
月
28
日
（
火
）
～
30

日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
28
日
は
正
午
～
、
30
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

○
発
表
会

■
と
き　

９
月
30
日
（
木
）
午
後

１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

保
育
園
児
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
老
連
コ
ー
ラ
ス
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
４
８
８
）

萩
市
社
会
福
祉
大
会

■
と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

【
式
典
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時

20
分

社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
の
表

彰
、
し
あ
わ
せ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰

【
特
別
講
演
】
午
後
２
時
30
分
～

午
後
４
時

■
演
題　
「
絆
を
信
じ
て
。」

■
講
師　

中
野
美み
さ
と里

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

下
関
市
生
ま
れ
。
29
歳
の
時
、
２

０
０
６
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
で
、
８
０
０
ｍ
と
１
５
０

０
ｍ
で
日
本
記
録
を
更
新
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の

祭
典
２
０
１
０
萩
大
会

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
す
る
不
思
議
な
科

学
実
験
や
科
学
工
作
を
通
し
て
、

科
学
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
参
加
体
験
型
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
萩
・
阿
武
科

学
展
覧
会
も
同
時
開
催
し
て
い
ま

す
。
開
催
時
間
中
の
出
入
り
は
自

由
で
す
。
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
無
料

で
体
験
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

■
内
容　

ドド

ド

ン

パ

Ｄ
Ｏ
Ｎ
パ
空
気
砲
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
科
学
道
場
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、

マ
イ
コ
ン
カ
ー
な
ど
20
以
上
の

ブ
ー
ス
が
出
展

■
主
催　

青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
２
０
１
０
萩
大
会
実
行
委

員
会
ほ
か

○
萩
・
阿
武
科
学
展
覧
会　

■
と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
、
３
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
５
８
）

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ク

の
木
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

萩
の
近
代
化
産
業
遺
産

　

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行

い
ま
す
。

■
９
月
18
日
（
土
）、
10
月
２
日

（
土
）、
16
日
（
土
）、
30
日
（
土
）、

11
月
13
日
（
土
）、
27
日
（
土
）

午
後
２
時
～
３
時

受
付　

当
日
企
画
展
示
室
前
受
付

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
観

覧
料
が
必
要
で
す
）

■
定
員　

20
人

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
※
年
中
無
休

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
） 萩反射炉の古い絵葉書

（萩博物館蔵）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

〜
萩
・
阿
武
科
学
展
覧
会
も

同
時
開
催
〜

　

本
展
は
、
４
章

か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は

第
１
章
「
萩
市
の

世
界
遺
産
候
補
」

の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

萩博物館
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問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
１
１
）

瀬
戸
内
寂
聴・
十
二
代
三
輪
休
雪

特
別
対
談
「
愛
と
芸
術
」

■
と
き　

９
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

陶
芸
館
開
館
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
と
き　

10
月
16
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
～
５
時

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■
と
き　

毎
週
日
曜
日
、
午
前
11

時
～
正
午
（
９
月
19
日
は
除
く
）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★火曜日休館☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

◯告白
◯RAILWAYS（レイルウェイズ）

○トイ・ストーリー３
◯ナイト＆デイ

上映中〜9/17
9/11〜10/8

9/18〜10/11
10/9〜

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

　

旧
萩
駅
舎
前
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
オ
ー
ク
の
木
は
、
日
英
友
好

の
証
と
し
て
２
０
０
２
年
に
「
日

英
グ
リ
ー
ン
同
盟
」
に
よ
り
英
国

大
使
館
か
ら
贈
ら
れ
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。
日
英
の
親
善
と
青
少
年

育
成
等
を
目
的
に
オ
ー
ク
の
木
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
３
日
（
日
）
午
後

1
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
内
容

○
「『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ク

の
木
』
を
描
こ
う
」
ス
ケ
ッ
チ
大

会
表
彰
式

○
講
話
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
オ
ー

ク
の
木
に
係
る
環
境
整
備
等
に
つ

い
て
」　

草
野
隆た
か
し司
（
樹
木
医
）

○
講
演「
平
成
の
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

野
村
興
兒
（
萩
市
長
）

○
講
演
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で

の
大
学
生
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

現
況
」
廣
田
稔み
の
る（

九
州
大
学
名
誉

教
授
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
交
流
会
（
定
員
80

人
）
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

山
口
日
英
協
会
事
務
局

（
０
８
３
・
９
８
９
・
３
２
９
７
）

萩
・
田
町
萩
焼
ま
つ
り

　

田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
の
路

上
や
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し

て
、
多
彩
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
８
日（
金
）～
11
日

（
月
・
祝
）
午
前
10
時
～
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街

■
内
容　

萩
焼
即
売
会
、
萩
の
名

産
・
物
産
展
、
萩
焼
ウ
イ
ン
ド
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
酒
蔵
見
学
と
地

酒
ま
つ
り
、
呈
茶
席
コ
ー
ナ
ー
、

竹
と
ん
ぼ
コ
ー
ナ
ー

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
（
２
６
・
２
２
０
１
）、
萩
商
工

会
議
所
（
２
５
・
３
３
３
３
）

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

萩
・
長
門
地
域
児
童
作
品
展

■
と
き　

10
月
９
日
（
土
）、
10

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
10
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

萩
市
・
長
門
市
・
阿

武
町
の
小
学
生
に
よ
る
絵
画
を
約

６
０
０
点
展
示
し
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
萩
・
長
門
地
域

児
童
作
品
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
２
２
・
３
３
２
３
）
山
本

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ
ン

バ
ー
と
日
本
の
ト
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
名
曲
の
旅
」
コ
ン
サ
ー
ト

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
と
藤
原
歌
劇

団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
初
め
て
の

人
で
も
楽
し
め
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
16
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

世
界
各
国
の
名
曲
の
演

奏
（
幻
想
即
興
曲
・
誰
も
寝
て

は
な
ら
ぬ
・
剣
の
舞
・
蘇
州
夜

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

開
催
中
〜
10
月
24
日（
日
）

　

や
き
も
の
に
初
め
て
叙
情
的
な

か
た
ち
を
与
え
た
十
二
代
三
輪
休

雪
の
秀
逸
な
る
個
性
と
と
も
に
、

芸
術
と
し
て
の
や
き
も
の
を
志
し

た
造
形
思
考
を
探
訪
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
学
生
４
５
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

　

三
輪
休
雪
に
よ
る
作
品
解
説

■
と
き　

９
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■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所

10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ

　福川小・ふれあい体験学習会
●のびのび会

  29㊌
  30㊍

地域むつみ・福栄

9:00〜川上保セ
9:00〜旭保セ

9:00〜川上保セ

●とことこクラブ
　健康教室
　健康教室

毎週㊌
17㊎
24㊎

地域川上・旭

9:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ

13:30〜須佐保セ
9:30〜田万川保セ

13:30〜20区公会堂
9:30〜やまびこ
9:30〜やまびこ

10:00〜弥富公民館
9:30〜田万川保セ

　須佐元気もりもり体操
●すくすく赤ちゃん学級
　活き活きリハ会
　脱メタボ！減る脂〜教室
　20区健康相談
　健康・介護予防相談
　弥富はつらつ楽食会
　足指の力で転倒予防教室
　健康ちょきん教室

16㊍
21㊋
22㊌
24㊎

27㊊
28㊋
29㊌
30㊍

田万川・須佐 地域

22 ㊌
28 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2663
　酒害相談（酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00〜
13:00〜

17㊎、24㊎、28㊋
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

17 ㊎  やっちゃんの青空教室 13：10〜 育英小学校
18 ㊏  くらしのかみあそび 14：00〜 明木図書館

 むかしむかしの会 14：30〜子ども図書館
21 ㊋  あんずの会 14：00〜 市民館
22 ㊌  まなぼう館で今日は何する？15：00〜 須佐図書館

 明木のむかしばなしをたのしもう 15:30〜 明木図書館
24 ㊎  やっちゃんの青空教室 13：10〜 育英小学校
25 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館
26 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館
28 ㊋  茶話会 14：00〜 須佐図書館

29 ㊌  エプロンシアター、紙ずもう
 であそぼう 15：30〜 明木図書館

【休館日】萩図書館、須佐図書館：20㊊㊗、21㊋、23㊍㊗、27㊊
　　      明木図書館：20㊊㊗、21㊋、23㊍㊗、26㊐、27㊊

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
16 ㊍  木造住宅耐震診断の補助制度
23 ㊍  職員募集（消防、建築士）
30 ㊍  博物館企画展「萩の近代化遺産」

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事萩 地域
9:30〜萩市保セ

13:30〜浜崎みんなの家
13:30〜今古萩老人憩いの家

10:00〜萩市保セ
13:30〜越ヶ浜介護予防セ

13:30〜三見公民館
13:30〜前小畑公会堂

9:30〜萩市保セ
13:30〜江向1区公会堂

9:30〜萩市保セ
9:15〜市民体育館

10:00〜市民体育館
9:30〜北木間公会堂

13:00〜萩市保セ
13:30〜御許町公会堂

13:30〜地域ふれあいセ

16㊍

17㊎
21㊋

22㊌
24㊎

27㊊
28㊋

29㊌

30㊍

●5か月児健康相談
　浜崎タマちゃん体操会
　タマちゃん体操会
●ツインズサークル
●越ヶ浜グッドヘルス
　三見ソナタ
　前小畑健康教室
●10か月児健康相談
　江向健康教室
　ヘルシークラブ
　はつらつクラブ
　健康づくり応援隊研修会
　北木間健康教室
●1歳６か月児健康診査
　御許町健康教室
　椿東健康づくり教室

16㊍ 秋季高校野球県大会地区予選（〜20日）
  9:00〜萩スタジアム

17㊎ 山口県ねんりんゲートボール大会
  9:00〜萩甲子園球場

秋季萩市少林寺拳法大会
  18:30〜萩武道館

18㊏ ほほえみ大運動会
       10：00〜市民体育館

19㊐ 須佐地区対抗ソフトボール大会
8:30〜須佐グラウンド

萩市長杯ソフトボール大会
       9:00〜萩スポーツ広場

萩市レディース卓球大会
                               9:00〜市民体育館

21㊋ 萩グラウンドゴルフ協会月例会
　　　            9:00〜萩スポーツ広場

26㊐ 全国レディースサッカー大会 中国地区予選
  9:00〜萩スポーツ広場

県連盟萩ブロック会長杯ソフトバレーボール大会
         9:00〜市民体育館

会長杯争奪軟式野球大会（A級）
                         9:00〜萩スタジアム

むつみオープングラウンドゴルフ大会
                                  9:00〜むつみグラウンド

30㊍ 市長杯争奪ゲートボール大会
                               9:00〜萩甲子園球場

◆ふたば園（22･2877）
21㊋、28㊋ おもちゃ図書館地域開館日      10：00〜15：00
21㊋   発達相談 10：00〜12：00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

28 ㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 13：00〜14：00

◆萩子どもセンター（25・7540）
16 ㊍ ピヨピヨの会「運動会」参加料:1世帯

100円、汚れてもよい服装、悪天候中止
10：00〜11：30

石彫公園
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情報カレンダー

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

●萩市主催・共催の行事

６５

日月火水木金土
１ ２３ ４

７８ ９10 11
12 13 14 15 16 17 18

24 25
2627
19 20 21

28
22 23
29 30

夜間・休日当番医

●行政相談      （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 都志見（江向） 22･2811
●萩おもしろ雑学セミナー （14:00〜/須佐中学校）内科 柳井（橋本町） 22・0748
●行政相談 （9:00〜/弥富公民館）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
●萩の近代化産業遺産 〜11月28日 （9:00〜/萩博物館）外科 萩市民（椿） 25･1200
○萩まちなかアート アートドキュメント 萩百景2010 〜26日        （旧久保田家住宅）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
○運動会 （大島保・小・中、見島保・小・中、相島保・小、育英小）
○上廣歴史・文化フォーラム （13:30〜/萩博物館）外科 平岡（新川東） 25･7100
○運動会 （小川分園・小、弥富保・小、椿東小、越ヶ浜小・中、椿西小、白水小、多磨小、むつみ小・中、紫福小）    内科 波多野（堀内） 25･2788

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 村上（唐樋町） 25・2828
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 中坪（今魚店町） 22･5430

産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 まつうら（古魚店町）26･1182

●萩おもしろ雑学セミナー （10:00〜/江崎公民館）外科 めづき（土原） 22･2248
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 めづき（土原） 22･2248
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
●行政相談 （10:00〜/川上公民館）内科 藤原（土原） 22･0781
●萩市民大学教養講座① 谷村新司「ココロの学校」                     （13:30〜/市民館）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○運動会  （春日保育園） 内科 山本（前小畑） 26･0077

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 まつお（無田ヶ原口）26・1222

○山口福祉文化大学公開講座 （10:00〜/市民館）外科 都志見（江向） 22･2811
内科 全真会（玉江浦） 22･4106

○きれいなまち・萩推進市民会議 美化活動 （9:00〜/越ヶ浜〜大井の国道191号沿線）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩市民大学教養講座② 瀬戸内寂聴・十二代三輪休雪 特別対談「愛と芸術」 内科 市原（塩屋町） 22･0184

（14:00〜/市民館）
○北浦音楽文化祭 〜ハワイアン萩の夕べ〜 （19:00〜/サンライフ萩）
○運動会  （三見保、福川保）
○運動会  （田万川保、須佐保、佐々並分園、紫福保、明倫小、木間小・中） 外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 柳井（橋本町） 22・0748
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 村田（浜崎） 22･1729
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

●人権・行政出張相談 （9:00〜/相島文化センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○萩市老人クラブ作品展 〜30日 （9:00〜/市民館 ※28日は12:00〜）内科 花宮（平安古町） 25･8738
○心配ごと相談 （13:30〜/むつみ福祉の里ふれあいセンター）

外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 玉木（瓦町） 22･0030

○萩市老人クラブ発表会 （13:00〜/市民館）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●萩おもしろ雑学セミナー （19:30〜/市民館）内科 萩市民（椿） 25･1200

※小児科は、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

16→30日 日

９

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

19日㊐
20日㊊㊗
23日㊍㊗
26日㊐

［内科］
［内外科］
［内科］
［内科］

福賀（阿武町）
松井（下田万）
川上（川上）
弥富（弥富下）

08388・5・0863
08387・2・0345
54・2014
08387・8・2311

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

16木

17金

18土

19日

20月

21火

22水

23木

24金

25土

26日

27月

28火

29水

30木

月
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　シイラは山陰方面で「まんさく」と呼ばれてい
ます。シイラとは、実の詰まりが悪い稲のことで、
縁起が悪いので「万作」の名が付いたとか。夏か
ら秋にかけて、萩の湾内にも大きな群れが回遊し、
水面近くでトビウオやイワシなどの小魚を追いか
けて捕食している場面が見られます。
　大型は１m を越えるサイズに成長。萩の魚市場
にも大量に水揚げされています。ただし、あまり
人気がない魚で、浜値も驚くほど安い時がありま
す。鮮度良く水揚げされたシイラは十分においし
い魚、クセの無い白身なのでバターソテーやオリ
ーブオイル焼き、トマトソース煮など、洋風の調
理法がお勧めです。ハワイの魚料理の代表格“マ
ヒマヒのステーキ”もこのシイラです。

【シイラ】
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※８月16日～８月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

congratulation
co

n
d

o
len

ce
co

n
d

o
len

ce
ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成 22 年８月末日）
　人　口／55,211人（前月比ー80） 　 男／25,331人（前月比ー42）
　世帯数／24,364世帯（前月比＋23）　女／29,880人（前月比ー38）
　出　生／19人　死亡／69人

　萩市消防署の、山
や ま の い し ん や

野井慎也、西村誠
ま こ と

人、綿屋
佳
けいすけ

祐さんが、8 月 27 日京都市で開催された、全
国消防救助技術大会に出場しました。
　ロープブリッジ渡

と か

過は、水平に張った渡過ロ
ープ（20 ｍ）を往路はセーラー渡過、帰路はモン
キー渡過で競うもので、タイムは参加者 50 人中
18 番目。ロープ応用登はんは、登はん者が補助
者と協力して、地上高 15 ｍの到達点まで器具を
使わずにロープのみで登るもので、参加者 50 組
中 20 番目と健闘しました。
　「全国のトップ選手の速さ、技術を目の当たり
にしました。もっと自分を磨きます」「大舞台で
の緊張感。どんな現場でも、平常心をもって臨み
ます」「多くの人に支えられての出場。感謝の気
持ちをもって今後の仕事に生かします」
　萩消防署では、市民の安全・安心のために日々
努力を重ねています。

表紙 皆さんの期待に応えたい
全国消防救助技術大会に出場
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